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 五
ご さ し こ ふ ん

社神古墳

近鉄平城駅の京都寄りの踏切の北側に八幡神社がありますので右に進
路をとります。道が右に折れ曲がるあたりの門扉をくぐり道を上ると五
社神古墳の前方部がよく見えます。五社神古墳（神功皇后陵古墳・前方
後円墳・墳長276ｍ）は、佐

さき た た な み
紀盾列古墳群最大の古墳です。最も北に

位置し、秋篠側からみると４段築成の墳丘が美しい。江戸時代の『山陵
図』には、後円部上に三枚の板石が露出している様子が描かれています。
竪穴式石室の天井石、あるいは組合式石棺の一部ではないかと推定され
ます。

 佐
さ き い し づ か や ま こ ふ ん

紀石塚山古墳

先ほどの踏切を南下するとすぐ複雑な交差点広場があります。東へ向か
う道は３つありますが、道標に従い、「幅員狭し」の看板がある道をの
ぼるとすぐ佐紀石塚山古墳の周壕が見えます。佐紀石塚山古墳（成務天
皇陵古墳 ･前方後円墳 ･墳長218ｍ）は、佐紀陵山古墳の西隣に築か
れた古墳です。平安時代末の盗掘事件が『扶桑略記』に記録されており、
また江戸時代末にあった盗掘事件についても、奈良奉行所の取調べ調書
が残っています。後者にみる「亀の甲形の棺蓋」からすれば、埋葬施
設は竪穴式石室であり、長持形石棺が納められていると考えられます。
本古墳の北東に接して、かつてはマエ塚古墳（円墳・径50ｍ）があ
りました。同古墳は、宅地造成ですでに失われていますが、かつては幅
13ｍの周濠と、その外に幅28ｍの外堤を有する規模の大きなもので
した。墳丘中央に粘土槨があり、木棺が納められていました。盗掘を受
けた棺の内外には、石釧・石製合子・鏡９面が残っていました。

 佐
さきみさざきやまこふん

紀陵山古墳

佐紀陵山古墳（日
ひばすひめのみこと

葉酢媛命陵古墳・前方後円墳・墳長208ｍ）は、日
本書記で最初に埴輪が使用された古墳とされていますが、本古墳には大
形の蓋形埴輪や楕円筒埴輪があり、埴輪としては最古のものではありま
せん。1915年に盗掘事件があり、その折の修復記録に竪穴式石室の
図が残されています。石室の両小口は、外に丸い円孔のある板石が立ち、
その内側には石棚状の壁があります。円孔のある板石は、柏原市松

まつおかやま
岳山

古墳に類例があり、石棚状の小口壁は天理市櫛山古墳に類例がありま
す。いずれも大形の楕円筒埴輪をもち、長持形石棺の祖形となる組合式
石棺を納めた古墳として、佐紀陵山古墳と同時期のものと推定されるも
のです。

佐 紀 の 古 墳 群 と 松 林 苑

平城宮の北側には、多数の大形前方後円墳からなる佐
さ き た た な み

紀盾列古墳群があります。近鉄平城駅周辺
に広がる西群と、法華寺町の航空自衛隊基地周辺の東群に分けられます。平城宮の建設に際して
破壊された古墳や、庭園に組み込まれた古墳もあります。本コースでは、西群の古墳を中心に、
一部奈良時代の遺跡もめぐります。

 瓢
ひょうたんやまこふん

箪山古墳

佐紀陵山古墳のすぐ南の八幡神社の前を東進すると、左手に下吉堂池が
見えます。池のすぐ西側の車道を北上すると、やがて瓢箪山古墳に出ま
す。瓢箪山古墳（前方後円墳・墳長77ｍ）は、国の史跡として整備
されており、佐紀盾列古墳群のなかでは墳丘に登れる数少ない古墳で
す。1913年に土取り工事によって前方部西半が破壊され、露出した
粘土槨から琴柱形石製品が出土しています。

 松
しょうりんえんあと

林苑跡

松林苑跡は、平城宮に伴う苑池遺構であり、奈良時代にしばしば饗宴が
開かれたところです。周囲を取り囲む築地塀があり、西辺・南辺には
その跡がよく残っています。瓢箪山古墳から北に歩くと、道の東に沿っ
て小高い盛り上がりが続きます。また、瓢箪山古墳の南東からは盛り上
がりは東に折れ、歌姫街道（県道木津平城線）方面まで続きます。これ
が築地塀の跡です。その遺存状態の良さから、後世のものと考えられ
て気付かれないままにありました。1979年に築地の発掘調査がおこ
なわれ、奈良時代の遺構であることが確定すると同時に、東西0.5km・
南北１km程の外郭規模をもつことが推定されました。その中には古墳
時代中期の前方後円墳までも取り込んでいます。

 塩
し お づ か こ ふ ん

塚古墳

瓢箪山古墳から北に歩き、墓地のある
交差点で東にまがり、次の交差点で左
に進むと、塩塚古墳があります。塩塚
古墳（前方後円墳・墳長105ｍ）は、
国の史跡に指定されています。埋葬施
設は、後円部中央に粘土槨であり、盗
掘されていました。棺内には剣・刀子・
斧・鎌などの鉄製品が残されていまし
た。帰路は、歌姫街道（県道木津平城線）
を南下し、交番のある交差点で西に進めば、大和西大寺駅に着きます。
時間が許せば平城宮跡を訪れるのもよいでしょう。
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トイレの少ないコースです。駅・コンビニをご利用ください。
紹介したコースには私有地なども含まれます。マナーを守って見学しましょう。注

塩塚古墳
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